
 

   県内の新型コロナウイルス感染者等の状況

令和4年７月14日(木)

第３回新型コロナウイルス感染症に係る

経済・雇用対策有識者会議 説明資料

   静岡県健康福祉部

   感染症対策局
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1～3月 オミクロンBA.1の波 4～6月 オミクロンBA.2の波 7月～BA.5の波

2月10日
最高

３３３.７

2月10日
最高

１２,１４７

3月25日
１４９.６

3月25日
５,４４６

5月6日
８３.１

5月6日
３,０２５ 6月22日

最低値
１,５２０

6月22日
最低値
４１.８

7月11日
１７８.２

7月11日
６,４８７

4月7日
１９４.６

4月7日
７,０８５

5月14日
１９５.０

5月14日
７,０９７

（人） （人/週/人口10万）
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第６波 第７波 第８波

【波の終りの定義】
新しい株への置換が

進み、１日平均陽性者
数が波のピーク半分
以下の谷を作った時

静岡県の第６波以降　これまでの全体像（1/1～7/11）



（人/週/人口10万）

 水  木  金  土  日  月  火

（人）

この1週間で 
7,691／2,896

= 2.66倍
（昨日2.51倍）

《７月12日時点》 （公表日ベース）

1,800人台は2月10日の1,828
人以来

静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況
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オミクロン株全体の中でＢＡ.２が占める割合は、２月下旬より増加し始めて、５月上旬に
９０％台となり、５月末より１００％となり、６月中旬よりBA.５が検出され直近で約半数。

166, 221, 416, 179,334, 341,

政令市を含む全県

154, 167, 152,
検査
人数 71, 270, 187, 92,
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60, 81, 137, 139 139, 62, 40, 54, 54,

オミクロン株BA.１とBA.２の割合の推移 （1/14～7/6） 



○入院の状況（７月１２日正午現在） ○宿泊療養施設の状況（７月１２日正午現在）

○自宅療養者数、自宅待機者数（７月１１日１７時時点）
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○入院の状況（６月２２日正午現在）
○宿泊療養施設の状況（６月２２日正午現在）

○自宅療養者数、自宅待機者数（６月２２日１７時時点）

入院、宿泊療養施設、自宅療養者、自宅待機者の状況

＜６月２２日時点　※第６波の底＞



・県の３回接種率は、５０歳以上は７８％以上、４０歳代６０％、３０歳代５１％となる。　　
１８～２０歳台も４０％台となり、１２～１７歳も３０％を超えた。

・県の３回接種率を全国と比べると、各年代すべてで全国より０.５～３.６ﾎﾟｲﾝﾄ高い。

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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３回接種率
２回接種率

０.７９

０.９６
０.９５

緑数字は静岡県の

０.８８

０.７５

０.６６０.６２
０.５０

０.３９

政令市を含む全県

県と国 コロナワクチン年代別接種率 （7/4時点） 



ノババックス ワクチン３回目接種後の副反応頻度(7/7時点) 

（順天堂大学コロナワクチン研究事務局のデータ　及び　静岡県新型コロナ対策推進課調べ　より）

・ファイザーやモデルナワクチンの２回接種後、静岡県の大規模接種会場で３回目にノババックスワクチンを接種
した方へ副反応の状況を調査させていただき、１３２人に回答をいただいた時点（7/7朝）で結果をまとめた。

・１３２人のうち２回目後の副反応に比べ、３回目のノババックス後の副反応の方がつらかった人は４人のみだった。

・ファイザーやモデルナの３回目接種後の副反応調査結果と比べて、ノババックス３回目は副反応が少なかった。
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（人/週/人口10万） 政令市を含む全県

３回目接種率が高い
年代ほど、その年代
からの感染者の発
生数は少ない傾向。

静岡県 年代別 ３回目接種率と人口10万人あたり１週間感染者数 （7/1～7） 
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静岡県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議（7/11）からの御意見

専門家会議から、次のようなご意見をいただいた。

１　本県の感染状況の評価
　○国が定義する評価レベルを、１から２に引き上げる

　　　レベル１ ： 安定的に一般医療が確保され新型コロナに対応できている
　　　レベル２ ： 新規陽性患者が増加傾向にあり、医療の負荷が始まるが適切な対応が可能な状況

 
２　医療提供体制等
　○コロナ対応病床の確保
　　レベル１に対応した病床数の縮減を中断し、現在の病床数（550床程度）
　を維持

　○感染に不安を感じる人を対象とした無料検査を再開



P10

静岡県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議（7/11）からの御意見

３　県民への呼びかけ
　○オミクロン株では、飲食店の時短制限や県民に対する行動制限は不要

　○これまで実施してきた基本的感染対策（マスク着用、三密の回避、手指消毒、
　 換気等）をしっかり実施

　○熱中症は重症化する可能性があるので、感染予防より熱中症予防を優先

　○ワクチン接種の推奨（特に若い世代への接種を推奨）



周囲の人
の状況

屋内/屋外

自分
１人
のみ

同居人
のみ

同居人以外の人々 　　（事例の赤字は国通知の事例）

２ｍ以上離れている ２ｍ以内にいる
ほとんど
会話無し

会話・発声
あり

ほとんど
会話無し

会話・発声
あり

屋内※１ 不要
例）１人で部
屋で過ごす

不要
例）家族で

居間で
団らん

不要
例）図書館で席を離

れて座り自習

推奨※２
例）離れた席で

おしゃべり

推奨
例）通勤電車・バス

の中

推奨
例）狭い会議室での
会議、カラオケ、麻

雀

屋外 不要
例）１人で散
歩や自転車

不要
例）家族で
ハイキング

不要
例）静かに

ランニング・サイクリ
ング・釣り

不要
例）密にならない外

遊び・テニス

不要
例）徒歩通勤、静か
な行列、野外観劇

推奨
例）繁華街・観光地
の人混み、友人と
BBQ、球技観戦

＊就学前の子どもには、マスクは原則不要
＊高齢者や基礎疾患のある人、またはそのような方と接する人は、マスク着用を推奨
＊マスク着用なしで咳やくしゃみをする際は、口鼻をハンカチやそででおおう（咳エチケット）
※１；車内(電車、バス、自家用車等)を含む
※２；十分な換気等の感染対策をしている場合はマスクを外すことも可

ふとん
２ｍ
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マスクは常に携行しましょう！　場合別マスク着用の参考表


